
小学校 第６学年 算数 並べ方と組み合わせ方 （東京書籍 新編 新しい算数６下） 
○単元の目標 

知識及び技能 思考力、判断力、表現力等 学びに向かう力、人間性等 

・順列や組み合わせについて、落

ちや重なりのないように調べる

には、ある観点に着目したり、

図や表などにかき表したりする

とよいことを理解している。 

・事象の特徴に着目し、順列や組

み合わせについて、落ちや重な

りのないように図や表を適切に

用いたり、名称を記号化して端

的に表したりして、順序よく筋

道立てて考えることができる。 

・順列や組み合わせについて、図

や表などを用いて工夫をしなが

ら、落ちや重なりがないように

調べた過程を振り返り、多面的

にとらえ検討してよりよいもの

を求めて粘り強く考えたり、数

学のよさに気付き学習したこと

を今後の生活や学習に活用しよ

うとしたりする。 

○探究の過程 

①課題の設定 
スポーツ大会で、リレーで走る４人の順序やバスケットボールの４つのチームの対戦数が

分かると、どんなことに生かすことができるかを考える。 

②情報の収集 
図や表を使って順序よく調べると、落ちや重なりがないように調べられることを確認し、

調べ方を知識・技能として身に付ける。 

③整理・分析 
４つのチームで行うバスケットボールの試合の対戦数について、考えを出し合い、論理的

に考察する。 

④まとめ・表現 
５つのチームで行うバスケットボールの試合の対戦数を考え、全ての試合が終わる時間を

求める過程で、試合の組み方を考える必要があるという新しい課題を見付ける。 

○単元計画（６時間扱い） 

時 目標 学習活動 
探究の 

過程 

１ 

順列について、落ちや重なりのないように調

べる方法を考え、図や表などを用いて調べる

ことができる。 

・落ちや重なりがないように、４人の走る順

序を考える。 

・樹形図や表を用いて調べる。 

・樹形図や表を用いた調べ方について話し合

う。 

・調べた結果を、どのような場面に生かせそ

うか考える。 

① 

２ 

順列について、落ちや重なりのないように調

べる方法について理解を深めることができ

る。 

・４つの数字で２桁の整数が何通りできるか

調べる。 

・メダルを３回投げたときの表と裏の出方が

何通りあるか調べる。 

・いくつかの数字を使って作る、４桁のパス

ワードが何通りできるかを考える。 

② 

３ 

組み合わせについて、落ちや重なりのないよ

うに調べる方法を考え、図や表などを用いて

調べることができる。 

・４チームの総当たりの場合の、試合数の調

べ方を考える。 

・樹形図や表を用いて考える。 

・多角形の辺や対角線を使って調べる考えを

取り上げる。 

・それぞれの考えについて話し合う。 

③ 

４ 

組み合わせについて、図や表などを用いて落

ちや重なりがないように調べ、調べた結果を

身の回りの事象に活用することができる。 

・５チームの総当たりの場合の試合数を調

べ、全ての試合が終わる時間を考える。 

・身の回りから、順列や組み合わせの場面を

見つける。 

④ 

５ 

単元の学習の活用を通して事象を数理的にと

らえ論理的に考察し、問題を解決することが

できる。 

・レストランでできるセットメニューの組み

合わせについて調べる。  

６ 

学習内容の定着を確認するとともに、数学的

な見方・考え方を振り返り価値付けることが

できる。 

・順列と組み合わせ方について、場面に注目

し、落ちや重なりがないように調べる方法

を考える。 

 

 



 

 

第６学年 算数科学習指導案（第１時） 

【①課題の設定 体験から疑問や関心を引き出しタイ】 

 

１ 単元名「並べ方と組み合わせ方」（東京書籍 新編 新しい算数６下） 

 

２ 本時の計画 

目標 
順列について、落ちや重なりのないように調べる方法を考え、図や表などを用いて

調べることができる。 

探究の過程 

課題の設定 

スポーツ大会で、リレーで走る４人の順序やバスケットボールの４つのチームの対

戦数が分かると、どんなことに生かすことができるかを考える。 

○指導過程 

段 

階 

学習活動 

○主な発問・指示 ◆予想される児童の反応 

形 

態 
◎指導上の留意点 

導 

入 

10 

分 

１ リレーの走る順序やバスケットボールの

試合の対戦に関心を持つ。 

 

 

 

 

 

 

○リレーの走る順序が何通りあるか分かる

と、どんなことに生かすことができますか。 

◆勝てそうな作戦を立てることができる。 

◆よさそうな順序を選ぶことができる。 

○バスケットボールの試合の対戦が何通りあ

るか分かると、どんなことに生かすことが

できますか。 

◆何分くらいで全ての試合が終わるか予測す

ることができる。 

◆スポーツ大会を運営するときに役立てるこ

とができる。 

○今日はリレーについて考えましょう。バス

ケットボールについては、この単元の第３

時と第４時で考えます。 

一 

斉 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎スポーツ大会という身近な場面で、リ

レーで走る４人の順序やバスケットボ

ールの４つのチームの対戦の総数が分

かると、どんなことに生かすことがで

きるかを考えさせる。 

   課題の設定 

 

 

 

 

 

◎バスケットボールについては、本単元

の第３時、第４時で考えることを予告

する。 

展 

開 

30 

分 

２ 問題場面から課題を捉え、解決の見通し

を持つ。 

 

 

 

 

 

○４人でリレーのチームを作り、１人１回ず

つ走ります。走る順序には、どんなものが

あるか調べましょう。 

○調べるために大切なこと、気を付けること

はありますか。 

◆落ちや重なりがないようにする。 

◆規則的に考える。 

◆１番目に走る人を決める。 

◆図を使って考える。 

 

一

斉 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎４人でリレーのチームを作る場合に、

どのような走る順序があるかを考え、

例を発表させる。 

◎順序は、ばらばらに調べると落ちや重

なりが出てくることに気付かせる。 

◎落ちや重なりに着目して課題意識を持

たせ、順序よく調べることが大切とい

う言葉を児童から引き出す。 

 

 

スポーツ大会を行います。スポーツ大会に

は、リレーとバスケットボールの種目があ

ります。リレーでは、４人が１チームで走

ります。バスケットボールでは、Ａ、Ｂ、

Ｃ、Ｄの４つのチームで試合をします。 

あらたさん、いくこさん、うみさん、えい

とさんの４人でリレーのチームを作り、１

人１回ずつ走ります。走る順序にはどのよ

うなものがあるか調べましょう。 



 

 

 

３ 図や表を使って考える。 

○落ちや重なりがないように考えて、１番目

にあらたさんが走る場合の順序を全て書き

出しましょう。 

 

４ 図と表それぞれの考え方を比べる。 

○図と表それぞれの考え方を比べて、気付い

たことはありますか。 

◆表にすると結果が見やすい。 

◆表だと全部書き出しているので、落ちや重

なりを防げる。 

◆図にすると、同じ部分が省略できて、書く

回数が少なくなる。 

◆図の方が簡単。 

○並べ方が何通りあるか考えるときに、樹形

図と表では、どちらを使いたいですか。そ

の理由も教えてください。 

◆表の方が見やすい。 

◆図の方が数えやすい。 

◆図の方が落ちにくく、重なりにくい。 

 

５ 問題を解決し、答えを確認する。 

○１番目があらたさんの場合は何通りありま

すか。 

◆６通り 

○１番目があらたさん以外の場合はそれぞれ

何通りありますか。 

◆それぞれ６通り 

○全部で何通りありますか。 

◆24 通り 

○24 通りはどのような計算で求めましたか。 

◆６＋６＋６＋６ 

◆６×４ 

個

別 

 

 

 

一

斉 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

一

斉 

 

 

 

◎図や表に走る順序を全て書き出させ

る。 

 

 

 

◎児童の意見を板書し、図と表の利点を

まとめさせる。 

◎枝分かれした図は「樹形図」というこ

とを知らせる。 

 

 

 

 

◎樹形図の方が、同じ部分を省略できて、

落ちと重なりを防ぎながら順序よく調

べられることが多いことを伝える。ど

ちらを使うかは、児童に判断させる。 

 

 

 

 

 

 

 

◎１番目があらたさん以外の場合も図や

表を使って考えさせる。 

 

 

 

◎全部で何通りかを考えるときに使った

考え方が説明できるようにさせる。 

終 

結 

５ 

分 

６ 解決方法を振り返り、見方・考え方をま

とめる。 

○並べ方を調べるときは、どのように調べる

とよいですか。 

◆樹形図や表に表すとよい。 

◆順序よく書くとよい。 

◆名前を一文字で表すとよい。 

 

７ 次時の学習内容を知る。 

○次回も、落ちや重なりがないように調べる

方法を学習します。 

一

斉 

 

 

 

 

 

 

一

斉 

 

 

◎まとめでは、児童の意見を生かして板

書し、達成感を持たせる。 

 

 

 

 

 

◎次時の予告をする。 



 

第６学年 算数科学習指導案（第２時） 

【②情報の収集 知識・技能を身に付けさせタイ】 

 

１ 単元名「並べ方と組み合わせ方」（東京書籍 新編 新しい算数６下） 

 

２ 本時の計画 

目標 
順列について、落ちや重なりのないように調べる方法について理解を深めることが

できる。 

探究の過程 

情報の収集 

図や表を使って順序よく調べると、落ちや重なりがないように調べられることを確

認し、調べ方を知識・技能として身に付ける。 

○指導過程 

段 

階 

学習活動 

○主な発問・指示 ◆予想される児童の反応 

形 

態 
◎指導上の留意点 

導 

入 

５ 

分 

１ 問題を捉える。 

 

 

 

 

○この問題を考えるときに大切なことは何で

すか。 

◆落ちや重なりがないように調べること。 

◆樹形図や表を使って、順序よく調べること。 

◆十の位を「十」、一の位を「一」と簡潔に表

すこと。 

一 

斉 

 

 

 

 

 

◎図や表を使って、落ちや重なりのない

ように調べることが大切であることを

確認させる。 

◎児童から引き出した言葉を板書する。 

 

展 

開 

35 

分 

２ 問題を解決する。 

○樹形図や表を使って考え、２桁の整数が全

部で何通りできるか、求めてみましょう。 

◆樹形図を使って、12 通り。 

◆表を使って、12 通り。 

 

 

 

 

 

３ 問題を捉える。 

 

 

○この問題を考えるときに大切なことは何で

すか。 

◆落ちや重なりがないように調べること。 

◆樹形図や表を使って、順序よく調べること。 

◆表を「お」、裏を「う」など簡潔に表すこと。 

 

４ 問題を解決する。 

○樹形図や表を使って考え、表と裏の出方が

全部で何通りあるか、求めてみましょう。 

◆樹形図を使って、８通り。 

◆表を使って、８通り。 

 

 

 

 

個

別 

 

 

 

 

 

 

 

 

一

斉 

 

 

 

 

 

 

 

個

別 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎様子を見ながら、まずは十の位が１の

場合だけを考えるよう促す。 

◎樹形図や表を使って順序よく調べる

と、落ちや重なりがないように調べら

れることを確認し、調べ方を知識・技

能として習得させる。 

情報の収集 

 

 

 

 

 

◎図や表を使って、落ちや重なりのない

ように調べることが大切であることを

確認させる。 

 

 

 

 

◎様子を見ながら、まずは１回目が表の

場合だけ考えるよう促す。 

◎樹形図や表を使って順序よく調べる

と、落ちや重なりがないように調べら

れることを確認し、調べ方を知識・技

能として習得させる。 

情報の収集 

 

１、２、３、４の４枚のカードのうちの

２枚選んで、２けたの整数をつくります。

どんな整数ができますか。 

メダルを３回投げます。表と裏の出方に
は、どんな場合がありますか。 



 

 

５ 並べ方の総数を求めるときに大事なこと

をまとめる。 

○並べ方が何通りあるかを考えるときに大切

なことは何ですか。 

◆落ちや重なりがないように調べること。 

 

 

６ 問題を捉え、解決する。 

○パスワードについて考えましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①◆樹形図を使って、24 通り。 

◆表を使って、24 通り。 

②◆千の位が０のとき、百の位は０から９の

10 通りある。それがまた十の位で 10 通

りに分かれ、さらにまた一の位で 10 通り

に分かれる。千の位が０のときは、1000

通りある。千の位も 10 通りあるので、

1000 が 10 個で 10000 通りある。 

 ◆０から 9999 までに整数は 10000 個ある。

これらの整数と 0000 から 9999 までのパ

スワードが１つずつ対応しているから、

パスワードは 10000 通りある。 

一

斉 

 

 

 

 

 

個

別 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎「図や表を使って順序よく調べると、

落ちや重なりがないように調べられ

る」という言葉を児童から引き出し、

板書する。 

 

 

◎様子を見ながら、まずは千の位が０の

場合だけを考えるよう促す。 

◎樹形図や表を使って順序よく調べる

と、落ちや重なりがないように調べら

れることを確認し、調べ方を知識・技

能として習得させる。 

情報の収集 

 

 
 

◎樹形図や表は全て書くと多すぎて大変

になる場合もあるので、省略してもよ

いことを確認させる。 

◎この問題では、「１２３」という数を

「０１２３」と表すことを伝える。 

 

 

終 

結 

５ 

分 

７ 解決方法を振り返り、見方・考え方をま

とめる。 

○今日の授業で、「樹形図や表を使って順序

よく調べると、落ちや重なりがないように

調べられること」を確認しましたが、答え

の数字が大きい場合はどうすればよいです

か。 

◆樹形図や表の一部分を考えて、同じものが

何個あるかを考えて答えを出す。 

 

８ 次時の学習内容を知る。 

○次回も、落ちや重なりがないように調べる

方法を学習します。 

一

斉 

 

 

 

 

 

 

 

 

一

斉 

 

 

◎まとめでは、児童の意見を生かして板

書し、達成感を持たせる。 

 

 

 

 

 

 

 

◎次時の予告をする。 

スマートフォンに４けたのパスワード

を設定します。 
① １、２、３、４の、４つの数字を１回

ずつ使うとき、何通りのパスワードがで

きるでしょうか。 
② ０から９までの数字を何回も使うと

き、10000 通りのパスワードができます。

その理由を考えてみましょう。 



 

 

第６学年 算数科学習指導案（第３時） 

【③整理・分析 考えを出し合わせタイ】 

 

１ 単元名「並べ方と組み合わせ方」（東京書籍 新編 新しい算数６下） 

 

２ 本時の計画 

目標 
組み合わせについて、落ちや重なりのないように調べる方法を考え、図や表などを

用いて調べることができる。 

探究の過程 

整理・分析 

４つのチームで行うバスケットボールの試合の対戦数について、考えを出し合い、

論理的に考察する。 

○指導過程 

段 

階 

学習活動 

○主な発問・指示 ◆予想される児童の反応 

形 

態 
◎指導上の留意点 

導 

入 

５ 

分 

１ 問題を読み、題意を捉える。 

○この単元の１時間目に示した、バスケット

ボールの試合数の問題について考えましょ

う。 

 

 

 

 

 

○どんな対戦が考えられますか。 

◆Ａ対Ｂ、Ｃ対Ｄ。 

◆Ａ対ＢとＢ対Ａは同じ対戦だよ。 

 

○並べ方と組み合わせ方はどんな違いがあり

そうですか。 

◆組み合わせ方を並べ方と同じ方法で考える

と、同じものが出てきそう。 

一 

斉 

 

◎前時までの「並べ方」と異なり、対戦の

組み合わせを調べることを確認させ

る。 

◎単元の導入で設定した課題であること

を確認させる。 

 

 

 

◎ばらばらに考えると分かりにくいとい

う児童の意見を生かして、順序よく考

えることのよさを改めて価値付けさせ

る。 

◎組み合わせ方は、並べ方と似ているが、

違いがありそうなことに気付かせる 

◎「Ａ対ＢとＢ対Ａは同じ」という言葉

を児童から引き出し、板書する。 

展 

開 

35 

分 

２ 課題を捉え、解決の見通しを持つ。 

○調べるために大切なこと、気を付けること

はありますか。 

◆落ちや重なりがないようにする。 

◆同じ対戦を数えないようにする。 

○どう考えれば、落ちや重なりがなくなりま

すか。 

◆順序よく考える。 

◆初めに１つのチームを決める。 

◆樹形図や表を使って考える。 

 

３ 自力で課題を解決する。 

○落ちや重なりがないように考えて、試合の

対戦を全て書き出してみましょう。 

◆樹形図で全てを書き出し、重なりを消す。 

◆リーグ戦の対戦表を書いて調べる。 

◆対戦を全て書き出し、重なりを消す。 

◆四角形の頂点にチーム名、辺と対角線に対

戦を表して調べる。 

 

 

 

一

斉 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

個

別 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎児童の意見を生かし、「落ちや重なり

がないかに着目し、順序よく調べる方

法を考えること」を課題として設定さ

せる。 

◎同じ対戦になるものがあることに気付

かせる。 

 

 

 

 

 

◎机間指導をしながら、「樹形図を使っ

て考えている」「樹形図とは違う図を

使っている」「表に整理している」な

ど、全体に伝える。 

 

 

 

 

 

 

Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄの４つのチームで、バス

ケットボールの試合をします。どのチーム

も、異なるチームと１回ずつ試合をすると

き、どんな対戦があるか調べましょう。 



 

 

 

４ 解決方法を発表し合い、検討する。 

○どのように考えたか、説明しましょう。 

◆樹形図で全てを書き出してから、重なりを

消した。 

◆重なりを書かないように樹形図に整理し

た。 

◆対戦する２チームに○を付ける表に整理し

た。 

◆対戦を全て書き出し、重なりを消した。 

◆四角形の頂点にチームをおき、辺や対角線

に対戦を表した。 

○Ｂ対Ａは、対戦として考えないのですか。 

◆Ａ対ＢとＢ対Ａは同じ試合だから、１通り

になる。 

◆並べ方なら別だけど、対戦なら同じ。 

○考え方や表し方でよいところはどこです

か。 

◆１チーム目を決めると、順序よく、落ちや

重なりがないように調べられる。 

◆樹形図や表は、見やすく分かりやすく整理

できる。 

◆樹形図や表は、重なりを１つにまとめられ

る。 

 

５ 答えを確認する。 

○答えは何通りですか。 

◆６通り。 

一

斉 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

一

斉 

 

◎自分で説明する活動、友達の考えを樹

形図や表から読んで説明する活動、数

人で区切ってつないで説明する活動な

どを取り入れる。 

◎消す理由を説明させる。 

◎「重なりを消す」「重なりを１つにまと

める」など、新たな考え方や表し方の

価値を板書する。 

◎試合の対戦を調べるために、１つのチ

ームを決めて順序よく考えたこと、樹

形図や表などを用いて整理して表した

ことを価値付けさせる。 

◎組み合わせについて、考えを出し合わ

せ、論理的に考察させる。 

整理・分析 

 

 

 

 

 

 

終 

結 

５ 

分 

６ 解決方法を振り返り、見方・考え方をま

とめる。 

○どう考えれば、落ちや重なりがなく調べら

れますか。 

◆組み合わせ方を調べるときは、特に重なり

を数えてしまわないように注意する。 

◆組み合わせ方を調べるときも、並べ方のと

きと同じように、樹形図や表に表して順序

よく調べる。 

 

７ 次時の学習内容を知る。 

○次回は、身の回りのことに組み合わせ方の

学習を活用する問題に取り組みます。 

一

斉 

 

 

 

 

 

 

 

 

一

斉 

 

 

◎まとめでは、児童の意見を生かして板

書し、達成感を持たせる。 

 

 

 

 

 

 

 

◎次時の予告をする。 



 

 

第６学年 算数科学習指導案（第４時） 

【④まとめ・表現 次の課題を見付けさせタイ】 

 

１ 単元名「並べ方と組み合わせ方」（東京書籍 新編 新しい算数６下） 

 

２ 本時の計画 

目標 
組み合わせについて、図や表などを用いて、落ちや重なりがないように調べ、調べた

結果を身の回りの事象に活用することができる。 

探究の過程 

まとめ・表現 

５つのチームで行うバスケットボールの試合の対戦数を考え、全ての試合が終わる

時間を求める過程で、試合の組み方を考える必要があるという新しい課題を見付け

る。 

○指導過程 

段 

階 

学習活動 

○主な発問・指示 ◆予想される児童の反応 

形 

態 
◎指導上の留意点 

導 

入 

５ 

分 

１ 単元の導入で設定した課題を確認し、適

用問題を捉える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○単元の初めに、「試合の対戦が何通りあるか

分かれば、何分くらいで全ての試合が終わ

るか予測することができる」という意見が

ありました。そこで、この問題に取り組ん

でみましょう。 

一 

斉 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎第１時で設定した課題の適用問題であ

ることを確認させる。 

◎組み合わせ方が何通りあるかが分かる

と、どんなことに活用できるかを意識

させる。 

展 

開 

35 

分 

２ 解決の見通しを持つ。 

○この問題を調べるために大切なこと、気を

付けることはありますか。 

◆落ちや重なりがないようにする。 

◆樹形図や表を使って、順序よく考える。 

◆全部で何試合あるかが分かれば、日程表を

つくることができる。 

 

３ 自力で課題を解決する。 

○問題に取り組んでみましょう。 

◆全部で10試合ある。 

◆コートが２面あるので、試合数を２で割る。 

◆20分の試合を５回分行う。 

◆休憩は４回ある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

一

斉 

 

 

 

 

 

 

個

別 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎落ちや重なりに着目して、課題意識を

持たせる。 

 

 

 

 

 

 

◎２面のコートで、何回試合を行えばよ

いか考えさせる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

スポーツ大会でバスケットボールを行い

ます。Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ、Ｅの５つのチーム

があり、どのチームもちがったチームと１

回ずつ試合をします。コートは２面あり、

同時に２試合することができます。１試合

20分で試合を行い、試合と試合の間は５分

間の休憩をとります。スポーツ大会は正午

までです。正午に全ての試合を終えるには、

何時に試合を始めればよいですか。 

２面で試合する回数 10÷２＝５(回) 

総試合時間 20×５＝100(分) 

総休憩時間 ５×４＝20(分) 

正午の120分前なので、午前10時に始めれ

ばよい。 



 

 

 

４ 解決方法を発表し合う。 

○どのように考えたか、説明しましょう。 

◆全部で10試合ある。コートが２面あるので、

試合数を２で割る。20分の試合を５回分行

う。休憩は４回ある。正午の120分前なので、

午前10時に始めればよい。 

 

 

 

 

 

 

５ 答えを確認する。 

○答えはどうなりますか。 

◆午前10時に始めればよい。 

◆でも、試合の順番をうまく考えないと、１

つチームが同時に２つのコートに入ってし

まって、試合ができないことが起こりそう。 

◆例えば、Ａ対ＢとＡ対Ｃの試合は同時には

できない。 

◆５チームあるから、必ず１チームは休みに

なる。 

一

斉 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

一

斉 

 

 

◎自分で説明する活動、友達の考えを図

や表から読んで説明する活動、数人で

区切ってつないで説明する活動などを

取り入れる。 

◎試合を行う順序の例 
１回目 Ａ－Ｂ Ｃ－Ｄ 

２回目 Ａ－Ｃ Ｂ－Ｅ 

３回目 Ａ－Ｄ Ｃ－Ｅ 

４回目 Ａ－Ｅ Ｂ－Ｄ 

５回目 Ｂ－Ｃ Ｄ－Ｅ 

 

 
◎児童から「本当に５回で全ての試合が

終わるか」という新しい疑問が出てく

るような展開にする。 

まとめ・表現 

 

◎どのように試合を組めば、５回で終わ

るか考えさせる。 

◎新しい疑問の解決については、各自考

えておくように伝える。 

終 

結 

５ 

分 

６ 組み合わせの総数を生かせる場面につい

て考える。 

○バスケットボールの試合の対戦が何通りあ

るか分かれば、どんなことに生かすことが

できますか。 

◆何分くらいで全ての試合が終わるか予測す

ることができる。 

◆スポーツ大会を運営するときに役立てるこ

とができる。 

○試合の他に、並べ方や組み合わせ方を活用

できる場面はありますか。 

◆修学旅行で訪れる４か所の行く順番の総数

を考える。 

◆10種類のアイスクリームから、２種類選ん

で注文するときの総数を考える。 

 

７ 次時の学習内容を知る。 

○次回は、日常生活の場面で、並べ方や組み

合わせ方を活用して解決する問題に取り組

みます。 

一

斉 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

一

斉 

 

 

◎「数学的な見方・考え方をスポーツ大

会の運営に活用できる」など、数学的

な見方・考え方のよさを板書する。 

 

 

 

 

◎並べ方や組み合わせ方を活用できる場

面を考えさせ、実生活に数学が活用で

きそうだと実感させる。 

 

 

 

 

 

◎次時の予告をする。 


